
水門・陸閘等管理システムガイドライン改訂の概要

○「水門・陸閘等管理システムガイドライン」は、津波・高潮による災害に対して、水門・陸閘等を安全かつ迅速・確実に閉鎖するための基
本的な考え方を示し 地域の実情に応じた適切な管理システムの構築を支援するもの

考察手順 ガイドライ 構成

本的な考え方を示し、地域の実情に応じた適切な管理システムの構築を支援するもの。

○今回の改訂において、現場操作員の安全確保が最優先であることをより明確化するなど、東日本大震災の教訓を踏まえ対応すべき事
項を追記するとともに、自動化・遠隔操作化等に係る参考事例を充実する。

管理シ ム 検討手順

＜現行のガイドラインの構成＞ ＜主な改訂内容＞

【第１章 総則】■ 考察手順　■ ■ ガイドラインの構成 ■

　　　第１章　　　総　　則　　　　

　　　第２章　　　設計手順　　　　

現状把握 評価

地域の実情

前提の把握

■ 管理システムの検討手順 ■

【第３章 現状把握・評価】
○想定災害の特徴（津波到達時間等）に留意することを追加。

【第１章 総則】

○現場操作員の安全確保を最優先とし、安全かつ迅速・確実に閉
鎖できる管理システムの構築を目的とすることをより明確化。

閉鎖等に要する
手順・時間の把握

現状把握・評価

現状の把握
　　第３章　　　現状把握・評価　　

○現場操作員の安全を確保するため、水門等の操作だけでなく、そ
の前後に行う避難誘導等の作業も把握することを追加。

【第４章 総合的検討】

○総合的検討の基本方針として、現場操作員の安全を最優先とす
ることを明確化

総合的検討

　　　第４章　　　総合的検討　　　

　第５章　　　設備設計　　　　

現状の評価

ることを明確化。

○管理システムの改善案の検討にあたり、統廃合・常時閉鎖、自動
化・遠隔操作化、人力操作等の選定手順を明確化。

○訓練等を踏まえ現場に即した管理システムとすることを追加。

○現場操作員の意見を反映するプロセスを設けることが望ましいこ
とを追加

体制改善の検討 設備改善の検討

基本方針の検討 　第１節　管理設備　　　　　

　第２節　指示･報告設備　　

　第３節　遠隔操作・監視系設備

【第５章 設備設計】

○指示・報告設備は、全ての現場操作員に対して避難指示等が確
実に伝わるよう整備することを追加。（第２節）

○電源喪失時に、人力操作が困難な施設等については、電源の

とを追加。

改善案の評価

設備の設計 　　　第６章　　　体制・運用

改善案の作成

　第４節　観測情報収集設備　

　第５節　情報提供設備　　　

○電源喪失時に、人力操作が困難な施設等については、電源の
バックアップ対策が期待されることを追加。（第３節）

【第６章 体制・運用】
○管理委託にあたり、責任の所在等を明確にすることを追加。
○危険な場合は退避ルールに従い行動しなければならないと追加。

改善案に基づく設備の設計

　　　第７章　　　点検･整備
【添付資料】
○安全かつ迅速・確実な操作に資する参考事例を充実。
（管理委託協定、現場操作員の安全確保、自動化・遠隔操作化、
統廃合・常時閉鎖、操作の簡素化 等）


